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ア誘発の神経系腫蕩を用いて， invivoおよび invitro における実験腫療の免疫について検討し，ヒ








胞が kiJlerのみならず， natural killer活性さえも抑制すると考えられた． この suppressorは抗原
特異的で，麗蕩発生の初期には，牌臓，胸腺などすべての免疫系を抑制して，腫蕩の成長を促進する
と推定され， invivoにおける immunologicalenhancementの事実とよく一致した．また逆lζ，題
蕩未期になると，腫蕩抗原が過剰になるととによって， memory cel (T-memory又は macrophage
か？）が blockされるために， killerへの刺激が惹起されず，二次的に killer活性が低下した．
他方，弱抗原性の脳腫蕩を皮下および脳内へ移植して比較実験すると， 脳内接種では皮下と異な
















interferonも， naturalkiJler lζ直接作用した場合には， その作用を増強するが，予め interferonを
腫蕩に作用させると， naturalkillerの攻撃から腫蕩を保護するという報告もあり，人体に投与する
場合には，その適応と限界をよく承知しておかねばならない．
1981年 Schneggらは hybrid技法を用いて，ヒトの神経謬腫lζ対する monoclonalantibodyを作
成するのに成功し， gliomaに，① commonm且lignantglioma antigenと， ② common neuro-
ectodermal antigenの存在を立証し，後者はE常脳組織抗原と共通部分のあることを報告している．
この技法は今後大いに発展し脳腫場の診断治療の両面で，寄与するところ大であろうと期待されるa
